
急　　病

昨
年
四
月
か
ら
今
年
三
月
ま
で
の
本

町
の
救
急
車
出
動
件
数
は
、
百
八
十
六

件
。急
病
に
よ
る
出
動
が
半
数
を
超
え
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
高
齢
者
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
転
院
搬
送
が
多
い
の
も

特
徴
で
す
。

こ
こ
三
年
間
の
平
均
出
動
件
数
は
、

百
八
十
一
件
。
盛
岡
広
域
管
内
の
市
町

村
と
比
べ
、
人
口
割
合
で
み
る
と
件
数

的
に
は
多
い
ほ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

合　　計

運動競技

自損行為

交　　通

種　別

重
要
な
「
救
命
の
連
鎖
」

救
急
車
を
呼
ぶ
こ
と
に
抵
抗
感
の
あ

る
人
が
多
く
「
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
さ
な

い
で
来
て
ほ
し
い
」
と
い
う
通
報
者
も

い
る
よ
う
で
す
。

盛
岡
中
央
消
防
署
鐚
巻
分
署
で
は
、

「
救
急
隊
が
出
動
し
、
苦
し
ん
で
い
る

方
と
接
し
た
時
、
も
う
少
し
早
く
通
報

し
て
く
れ
れ
ば
、
こ
こ
ま
で
悪
く
な
ら

な
か
っ
た
と
感
じ
る
こ
と
が
多
く
あ
り

ま
す
。
痛
い
と
か
苦
し
い
と
き
に
は
、

動
け
な
く
な
る
ま
で
我
慢
せ
ず
、
早
め

に
１
１
９
番
通
報
し
て
ほ
し
い
」
と
呼

び
掛
け
て
い
ま
す
。

下
の
図
は
、「
カ
ー
ラ
ー
の
救
命
曲

線
」
と
い
う
も
の
で
、
現
在
、
日
本
で

行
わ
れ
て
い
る
応
急
手
当
講
習
会
の
理

論
的
根
拠
と
な
っ
て
い
ま
す
。
心
臓
や

呼
吸
が
止
ま
っ
て
か
ら
、
何
分
く
ら
い

経
過
す
る
と
、
命
が
助
か
ら
な
い
か
が

1
1
9
番
通
報
は
早
め
に
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曲
線
で
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

通
報
か
ら
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で

の
時
間
は
、
全
国
平
均
で
約
六
分
。
面

積
の
広
い
本
町
で
は
、
と
て
も
及
ば
な

い
数
字
で
す
。
も
し
、
呼
吸
が
止
ま
っ

て
し
ま
っ
た
り
、
心
臓
が
止
ま
っ
て
し

ま
っ
た
り
し
た
と
き
、
救
急
車
が
到
着

す
る
ま
で
何
も
し
な
い
で
見
て
い
た

ら
、
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

心
臓
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
重

篤
な
状
態
の
と
き
に
は
、
①
早
い
通
報

②
早
い
応
急
手
当
③
早
い
救
急
処
置

９
月
９
日
は
救
急
の
日

わたしたちは、いつ、どこで突然のけが
や病気に襲われるか予測できません。もし、
目の前でそのような事態が起きたとき、あ
なたは的確に判断し、手助けすることがで
きますか。今回は、常に救急現場に直面し
ている鐚巻分署から日ごろ感じていること
や通報の要点などを聞きました。

出動件数 搬送人員

98 92

転院搬送 50 50

19 27

一般負傷 9 8

7 3

労働災害 1 1

1 1

そ の 他 1 1

186 183

平成１７年度救急車出動状況

資料：鐚巻分署署

④
早
い
医
療
処
置
│
こ
の
四
つ
の
「
救

命
の
連
鎖
」
が
一
つ
欠
け
て
も
、
尊
い

命
を
助
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
最

初
の
「
早
い
通
報
」
と
「
早
い
応
急
手

当
」。
救
急
隊
が
迅
速
で
的
確
な
現
場

活
動
を
行
う
た
め
に
は
、
通
報
者
か
ら

の
正
し
い
情
報
が
必
要
で
す
。
救
急
車

の
呼
び
方
や
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
役

立
つ
応
急
手
当
の
知
識
は
、
し
っ
か
り

と
身
に
付
け
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
本
町
で
は
来
年
四
月
一
日
か

ら
、
高
規
格
救
急
自
動
車
の
運
用
が
開

始
さ
れ
ま
す
。
こ
の
救
急
車
は
、
救
急

救
命
士
に
よ
る
高
度
な
応
急
処
置
が
行

え
る
資
機
材
が
積
載
さ
れ
、
救
命
率
の

向
上
に
力
を
発
揮
し
ま
す
。

知っておきたい！

119番通報の流れ

119番に電話

消防署で「火事ですか、
救急ですか」と尋ねます。

蛬

「救急です」と告げてください。
蛬

「場所はどこですか」と聞かれたら、
「鐚巻町鐚巻(江刈・田部）○地割○番地」と
地区名ではなく住所の番地、要請者宅(世帯
主)、目標物などを教えてください。

蛬

「どのような状態ですか」と聞かれたら、
見たままの状態を簡潔に伝えてください。

蛬

電話をしている本人の氏名と電話番号を伝
えてください。(救急車を要請した後、その
場を離れないように）

蛬

蜷通報するときには、先に分署員が質問
しますので、落ち着いて答えてください。
蜷携帯電話から通報する場合は、事故など
の発見場所に停止し、お話してください。
（119番に掛けると、鐚巻分署以外の通信指
令室に掛かります。「鐚巻町です」と先に告
げると、鐚巻分署に素早く転送されます）

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に
　
　
　
　

鐚
巻
分
署
長
代
理

遠
藤
菊
郎
さ
ん

救
急
車
が
到
着
す

る
ま
で
の
皆
さ
ん
の

対
応
で
す
が
、
病
人

や
け
が
人
を
危
険
な

場
所
に
そ
の
ま
ま
放

置
し
て
お
か
な
い
で
、
安
全
な
場
所
に
移

動
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

お
風
呂
の
浴
槽
内
や
ト
イ
レ
、
ま
た
冬
期

間
の
路
上
に
放
置
し
た
ま
ま
の
現
場
が
よ

く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

特
に
、
意
識
の
な
い
方
に
は
「
気
道
確

保
」
と
い
う
方
法
で
呼
吸
を
楽
に
し
、
症

状
の
悪
化
を
防
い
で
く
だ
さ
い
。

鐚
巻
分
署
で
は
「
救
命
救
急
講
習
会
」

を
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
要
望
に
よ
り
随
時
開

催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
受
講
さ
れ

ま
す
こ
と
を
強
く
お
勧
め
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
愛
す
る
人
の
た
め
に
！

平成18年度鐚巻町成人式典は8月15日、

ふれあい宿舎グリーンテージで行われました。

本町の新成人は、昭和60年4月2日から昭

和61年4月1日生まれの122人、そのうち

80人が式典に出席しました。

近藤道雄町教育委員長の式辞の後、教育委

員会から成人証が贈られ、成人者を代表して

会社員元村孝太さん（元木出身）が「成人と

して自らの人格形成に努め、郷土鐚巻の発展

に最善の努力を尽くことを誓います」と述べ

ました。

出席者は、中村哲雄町長らからお祝いや激

励を受け、大人としての自覚を胸に新たな一

歩を踏み出しました。

式典後は、後夜祭（成人式実行委員会主催）

が開かれ、久々の再会を楽しむとともに、平

庭高原フォレストボードづくりに参加し、思

い思いのメッセージを書き入れました。

心新たに20歳
は た ち

の誓い
鐚巻町成人式典

来賓の祝辞を真摯に受け止める新成人

知


